
(57)【要約】

【課題】　蛍光画像を静止画として表示後、直ちに通常

画像を動画で表示でき、蛍光画像をできるだけ大きく表

示すること。

【解決手段】　蛍光表示モードでは励起光源３３が発光

し、撮像素子１３は励起された体腔壁から発する蛍光画

像を撮影する。撮像素子１３からの画像信号は、前段信

号処理回路５７、第１、第２画像メモリ５８ａ，５８ｂ

、後段信号処理回路５９で処理されモニター６０に単一

の蛍光画像が動画で表示される。静止画スイッチ７２が

オンするとロータリーシャッター３７が回転して白色光

源３０が発光し、第１，第２画像メモリ５８ａ，５８ｂ

への書き込みが禁止され、撮像素子の出力は第３，第４

画像メモリ５８ｃ，５８ｄに記憶される。後段信号処理

回路５９は第１、第２画像メモリに記憶された蛍光画像

の静止画を親画面とし、第３，第４画像メモリに記憶さ

れた通常画像の動画を子画面としてモニターに表示させ

る。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 を 通 し て 照 明 光 を 挿 入 部 先 端 に 導 く ラ イ ト ガ
イ ド と 、 照 明 さ れ た 体 腔 内 の 画 像 を 撮 影 す る 撮 像 素 子 と を 有 す る 電 子 内 視 鏡 と 、
　 前 記 体 腔 内 を 観 察 す る た め の 可 視 光 を 発 す る 可 視 光 源 と 、 体 腔 壁 の 生 体 組 織 を 励 起 し て
自 家 蛍 光 を 発 光 さ せ る た め の 励 起 光 を 発 す る 励 起 光 源 と を 備 え 、 前 記 可 視 光 と 前 記 励 起 光
と を 選 択 的 に 前 記 ラ イ ト ガ イ ド に 入 射 さ せ る 光 源 装 置 と 、
　 前 記 体 腔 内 が 可 視 光 に よ り 照 明 さ れ て い る 期 間 に 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ る 信 号 に よ
り 通 常 画 像 信 号 を 生 成 し 、 前 記 体 腔 壁 が 励 起 光 に よ り 照 射 さ れ て い る 期 間 に 前 記 撮 像 素 子
か ら 出 力 さ れ る 信 号 に よ り 蛍 光 画 像 信 号 を 生 成 す る 画 像 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 画 像 信 号 生 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
　 静 止 画 像 を 得 る 際 に 術 者 に よ り 操 作 さ れ る 静 止 画 ス イ ッ チ と 、
　 蛍 光 撮 影 の 際 に は 前 記 光 源 装 置 を 制 御 し て 前 記 可 視 光 と 前 記 励 起 光 と を 交 互 に ラ イ ト ガ
イ ド に 入 射 さ せ る と 共 に 、 前 記 画 像 処 理 装 置 を 制 御 し て 通 常 画 像 信 号 と 蛍 光 画 像 信 号 と を
生 成 さ せ 、 蛍 光 撮 影 中 に 前 記 静 止 画 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ た 際 に 、 操 作 時 に 生 成 さ れ て い た
前 記 蛍 光 画 像 信 号 に 基 づ い て 蛍 光 画 像 の 静 止 画 を 前 記 表 示 装 置 に 親 画 面 と し て 表 示 さ せ る
と 共 に 、 前 記 体 腔 内 が 前 記 可 視 光 に よ り 照 明 さ れ る 度 に 生 成 さ れ る 前 記 通 常 画 像 信 号 に 基
づ い て 通 常 画 像 の 動 画 を 前 記 表 示 装 置 に 子 画 面 と し て 表 示 さ せ る 制 御 手 段 と を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 子 画 面 は 、 前 記 親 画 面 の 一 部 に 重 ね て 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 可 視 光 に よ り 照 明 さ れ た 体 腔 壁 を 撮 影 し た 通 常 画 像 と 、 励 起 光 を 照 射 す る こ
と に よ り 発 生 し た 自 家 蛍 光 を 撮 影 し た 蛍 光 画 像 と を モ ニ タ ー 等 の 表 示 装 置 に 表 示 さ せ て 観
察 可 能 に す る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １
に 開 示 さ れ る シ ス テ ム は 、 蛍 光 画 像 を 撮 影 す る 第 １ の 固 体 撮 像 素 子 と 、 Ｒ Ｇ Ｂ の カ ラ ー 画
像 を 面 順 次 方 式 で 撮 影 す る 第 ２ の 固 体 撮 像 素 子 と を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 素 子 か ら 出 力 さ れ る
信 号 を 、 蛍 光 画 像 用 ビ デ オ 回 路 、 及 び 通 常 画 像 用 ビ デ オ 回 路 に よ り 処 理 し 、 画 面 合 成 回 路
に よ り 合 成 し て モ ニ タ テ レ ビ 上 に 表 示 さ せ る 。 表 示 画 面 切 換 ス イ ッ チ の 操 作 に 応 じ て 、 蛍
光 画 像 と 通 常 画 像 の 一 方 又 は 両 方 が モ ニ タ テ レ ビ に 表 示 さ れ る (段 落 ０ ０ ２ ８ ， ０ ０ ２ ９ )
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 図 １ ６ に 開 示 さ れ る シ ス テ ム は 、 通 常 観 察 用 の 照 明 光 を 発 す る 第 １
ラ ン プ １ ２ ４ と 、 励 起 光 を 発 す る 第 ２ ラ ン プ １ ２ ５ と が 備 え ら れ 、 可 動 ミ ラ ー １ ２ ８ の 位
置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 い ず れ か の 光 が 選 択 的 に ラ イ ト ガ イ ド １ ３ ３ に 供 給 さ れ る よ う
に な っ て い る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ３ ７ に よ り 撮 影 さ れ た 画 像 信 号 は 、 第 １ メ モ リ １ ４ １ と 第 ２ メ モ
リ １ ４ ２ と に 格 納 さ れ 、 表 示 位 置 セ レ ク ト 回 路 １ ４ ４ を 介 し て ハ イ ビ ジ ョ ン モ ニ タ １ １ ５
に 表 示 さ れ る 。 ２ 画 面 表 示 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ さ れ る と 、 ハ イ ビ ジ ョ ン デ ィ ス プ レ イ １ １ ５ に
ノ ー マ ル 像 と 蛍 光 像 と が 同 時 に 表 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 ２ 画 面 表 示 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ さ れ る
と 、 ミ ラ ー １ ２ ８ が 実 線 の 位 置 に 回 動 し て 励 起 光 が ラ イ ト ガ イ ド １ ３ ３ に 供 給 さ れ る 。 そ
れ と 共 に 、 第 １ メ モ リ が 書 き 込 み 禁 止 と な り 、 直 前 に 入 力 さ れ た ノ ー マ ル 画 像 が 繰 り 返 し
出 力 さ れ 、 ノ ー マ ル 像 は 静 止 画 と な る 。 一 方 、 所 定 時 間 励 起 光 が 照 射 さ れ る と 、 シ ャ ッ タ
ー １ ３ ２ が 閉 じ 、 こ の と き 撮 影 さ れ た 蛍 光 像 の 信 号 は 第 ２ メ モ リ に 格 納 さ れ る 。 第 ２ メ モ
リ は 書 き 込 み 禁 止 と な り 、 以 後 、 こ の と き 撮 影 さ れ た 蛍 光 像 の 信 号 が 繰 り 返 し 出 力 さ れ て
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蛍 光 像 は 静 止 画 と し て 表 示 さ れ る 。 ま た 、 ミ ラ ー ２ ８ が 点 線 の 位 置 に 戻 り 、 シ ャ ッ タ ー が
開 く た め 、 第 １ ラ ン プ １ ２ ４ か ら の 照 明 光 に よ り 撮 影 さ れ た ノ ー マ ル 像 が 第 １ メ モ リ １ ４
１ に 順 次 格 納 さ れ る よ う に な り 、 ノ ー マ ル 像 が 動 画 と な る (段 落 ０ ０ ４ ９ ， ０ ０ ５ ０ )。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ０ ６ ６ ０ ２ ３ 号 公 報 　 段 落 ０ ０ ２ ８ ， ０ ０ ２ ９ ， 図 １
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ３ ２ ４ 号 公 報 　 段 落 ０ ０ ４ ９ ， ０ ０ ５ ０ ， 図 １ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に は 、 蛍 光 画 像 を 静 止 画 と し て 表 示 す る こ と に つ い て の 説 明
が な い 。 一 方 、 特 許 文 献 ２ に は 、 ２ 画 面 表 示 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ し た と き に 蛍 光 画 像 を 静 止 画
と し て 表 示 し 、 通 常 画 像 (ノ ー マ ル 像 )を 動 画 と し て 表 示 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。 た だ
し 、 引 用 文 献 ２ の シ ス テ ム で は 、 ミ ラ ー １ ２ ８ を 動 か す こ と に よ り 通 常 の 照 明 光 と 励 起 光
と を 選 択 的 に 入 射 さ せ る よ う に し て い る た め 、 ２ 画 面 ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ さ れ て か ら 一 定 時 間
(ｔ 秒 )の 間 は 通 常 画 像 が 静 止 画 と な り 、 こ の 時 間 中 は 内 視 鏡 先 端 を 移 動 さ せ て 他 の 部 位 を
観 察 す る こ と が で き な い 。 さ ら に 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ の シ ス テ ム で は 、 蛍 光 画 像 と 通 常 画
像 と が 同 一 の サ イ ズ で デ ィ ス プ レ イ 上 に 表 示 さ れ る た め 、 蛍 光 画 像 に よ り 病 変 部 を 探 す た
め に 蛍 光 画 像 を で き る だ け 大 き く 表 示 し た い と い う 要 望 を 満 た す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 蛍 光 画 像 を 静 止 画
と し て 表 示 す る 際 に 、 静 止 画 表 示 後 、 直 ち に 通 常 画 像 を 動 画 で 表 示 す る こ と が で き 、 か つ
、 蛍 光 画 像 を で き る だ け 大 き く 表 示 す る こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に か か る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 を 通 し て
照 明 光 を 挿 入 部 先 端 に 導 く ラ イ ト ガ イ ド と 、 照 明 さ れ た 体 腔 内 の 画 像 を 撮 影 す る 撮 像 素 子
と を 有 す る 電 子 内 視 鏡 と 、 体 腔 壁 内 を 観 察 す る た め の 可 視 光 を 発 す る 可 視 光 源 と 、 体 腔 壁
の 生 体 組 織 を 励 起 し て 自 家 蛍 光 を 発 光 さ せ る た め の 励 起 光 を 発 す る 励 起 光 源 と を 備 え 、 可
視 光 と 励 起 光 と を 選 択 的 に ラ イ ト ガ イ ド に 入 射 さ せ る 光 源 装 置 と 、 体 腔 内 が 可 視 光 に よ り
照 明 さ れ て い る 期 間 に 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ る 信 号 に よ り 通 常 画 像 信 号 を 生 成 し 、 体 腔 壁
が 励 起 光 に よ り 照 射 さ れ て い る 期 間 に 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ る 信 号 に よ り 蛍 光 画 像 信 号 を
生 成 す る 画 像 信 号 生 成 手 段 と 、 画 像 信 号 生 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 に 基 づ い て 画 像
を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 静 止 画 像 を 得 る 際 に 術 者 に よ り 操 作 さ れ る 静 止 画 ス イ ッ チ と 、 蛍
光 撮 影 の 際 に は 光 源 装 置 を 制 御 し て 可 視 光 と 励 起 光 と を 交 互 に ラ イ ト ガ イ ド に 入 射 さ せ る
と 共 に 、 画 像 処 理 装 置 を 制 御 し て 通 常 画 像 信 号 と 蛍 光 画 像 信 号 と を 生 成 さ せ 、 蛍 光 撮 影 中
に 静 止 画 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ た 際 に 、 操 作 時 に 生 成 さ れ て い た 蛍 光 画 像 信 号 に 基 づ い て 蛍
光 画 像 の 静 止 画 を 表 示 装 置 に 親 画 面 と し て 表 示 さ せ る と 共 に 、 体 腔 内 が 可 視 光 に よ り 照 明
さ れ る 度 に 生 成 さ れ る 通 常 画 像 信 号 に 基 づ い て 通 常 画 像 の 動 画 を 表 示 装 置 に 子 画 面 と し て
表 示 さ せ る 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 「 親 画 面 」 は 、 比 較 的 サ イ ズ の 大 き い 画 面 で あ り 、 望 ま し く は 、 モ ニ タ の 画 面 の
ほ ぼ 全 域 を 占 め 、 「 子 画 面 」 は 、 比 較 的 サ イ ズ の 小 さ い 画 面 で あ り 、 望 ま し く は 、 親 画 面
の 一 部 に 重 ね て 表 示 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 蛍 光 画 像 の 表 示 中 に 静 止 画 ス イ ッ チ を 押 す こ と に よ り 、 親 画 面 で 蛍 光
画 像 の 静 止 画 、 子 画 面 で 画 像 の 動 画 を 表 示 す る こ と が で き 、 操 作 者 は 、 蛍 光 撮 影 の 後 、 直
ち に 通 常 画 像 の 動 画 に 基 づ い て 内 視 鏡 の 先 端 を 移 動 さ せ て 他 の 部 位 を 観 察 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 蛍 光 画 像 は サ イ ズ の 大 き な 親 画 面 と し て 表 示 さ れ る た め 、 こ れ に 基 づ い て 病 変
部 を 容 易 に 探 す こ と が で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 実 施
形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 可 視 光 に よ り 照 明 さ れ た 体 腔 壁 を 撮 影 し た 通 常 画 像 と 、 励
起 光 を 照 射 す る こ と に よ り 発 生 し た 自 家 蛍 光 を 撮 影 し た 蛍 光 画 像 と を モ ニ タ ー 等 の 表 示 装
置 に 表 示 さ せ て 観 察 す る た め の シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 外 観 図 、 図 ２ は 、 そ の 内 部 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 蛍 光 観 察
内 視 鏡 １ ０ 、 光 源 装 置 ２ ０ 及 び モ ニ タ ー ６ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ は 、 通 常 の 電 子 内 視 鏡 に 蛍 光 観 察 用 の 改 変 を 加 え た も の で あ り 、 体
腔 内 に 挿 入 さ れ る た め に 細 長 く 形 成 さ れ 、 先 端 に 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 備 え た 挿 入 部 １ ０ ａ
、 挿 入 部 １ ０ ａ の 湾 曲 部 を 操 作 す る た め の ア ン グ ル ノ ブ 等 を 有 す る 操 作 部 １ ０ ｂ 、 操 作 部
１ ０ ｂ と 光 源 装 置 ２ ０ と を 接 続 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド 可 撓 管 １ ０ ｃ 、 及 び 、 こ の ラ イ ト
ガ イ ド 可 撓 管 １ ０ ｃ の 基 端 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ １ ０ ｄ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 光 源 装 置 ２ ０ は 、 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ に 対 し て 照 明 光 及 び 励 起 光 を 供 給 す る と 共 に 、 後
に 詳 述 す る よ う に 、 蛍 光 撮 影 内 視 鏡 １ ０ に よ り 撮 影 さ れ た 信 号 に よ り 画 像 信 号 を 生 成 す る
画 像 信 号 生 成 手 段 と し て の 機 能 、 及 び 、 撮 影 さ れ た 蛍 光 画 像 、 通 常 画 像 を 設 定 に 応 じ て 親
子 画 面 に し て 表 示 さ せ る 制 御 手 段 と し て の 機 能 を 有 し て い る 。 光 源 装 置 ２ ０ の 前 面 に は 、
こ の 光 源 装 置 ２ ０ の 主 電 源 を オ ン オ フ す る キ ー ス イ ッ チ ２ ２ と 、 各 種 の 操 作 ス イ ッ チ が 配
列 し た ス イ ッ チ パ ネ ル ２ ３ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 ２ に し た が っ て 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ 、 及 び 光 源 装 置 ２ ０ の 詳 細 な 構 成 を 順 に 説
明 す る 。 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 面 に は 、 配 光 レ ン ズ １ １ 及 び 対 物 レ ン
ズ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 内 部 に は 、 対 物 レ ン ズ １ ２ に
よ っ て 形 成 さ れ た 被 写 体 の 像 を 撮 影 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ ラ ー イ メ ー ジ セ ン サ 等 の カ ラ ー 画 像 を 撮
影 可 能 な 撮 像 素 子 １ ３ 、 対 物 レ ン ズ １ ２ か ら 撮 像 素 子 １ ３ に 向 け て 射 出 さ れ た 光 か ら 後 述
す る 蛍 光 励 起 用 の レ ー ザ ー 光 に 相 当 す る 波 長 成 分 を 除 去 す る た め の 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ
ー １ ４ 、 撮 像 素 子 １ ３ か ら 出 力 さ れ た 画 像 信 号 を 増 幅 す る ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５ が 組 み 込
ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ ー １ ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 励 起 光 を 遮 断 し 、 励 起 光 よ り 長 い
波 長 の 光 を 透 過 さ せ る 特 性 を 有 し て お り 、 こ れ に よ り 、 蛍 光 撮 影 時 に 撮 像 素 子 １ ３ に 励 起
光 が 入 射 す る の を 防 ぎ 、 蛍 光 の み の 撮 影 が 可 能 と な る 。 な お 、 励 起 光 に は 、 生 体 の 自 家 蛍
光 を 励 起 す る 近 紫 外 の 波 長 域 の 光 が 選 択 さ れ 、 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ ー １ ４ に よ り 励 起 光
成 分 が カ ッ ト さ れ て も 、 通 常 の カ ラ ー 画 像 を 撮 影 す る 際 の 青 成 分 の 撮 像 に は 支 障 が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５ に よ っ て 駆 動 さ れ た 画 像 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ケ ー ブ ル １ ８
は 、 挿 入 部 １ ０ ａ ， 操 作 部 １ ０ ｂ 及 び ラ イ ト ガ イ ド 可 撓 管 １ ０ ｃ 内 を 引 き 通 さ れ て 、 蛍 光
観 察 内 視 鏡 １ ０ に 接 続 さ れ た 光 源 装 置 ２ ０ の 後 述 の 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 信 号 ケ ー ブ ル １ ８ と 並 行 し て 、 挿 入 部 １ ０ ａ 、 操 作 部 １ ０ ｂ 及 び ラ イ ト ガ イ ド 可 撓
管 １ ０ ｃ 内 に は 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ を 束 ね て 構 成 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド １ ６ が 引 き 通 さ れ て
い る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド １ ６ の 先 端 は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 部 内 に お い て 配 光 レ ン ズ １ １
に 対 向 し 、 そ の 基 端 は 、 光 源 装 置 ２ ０ 内 に 挿 入 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 光 源 装 置 ２ ０ は 、 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の ラ イ ト ガ イ ド １ ６ の 基 端 の 端 面 に 体 腔 壁 を 観 察
す る た め の 白 色 光 と 、 体 腔 壁 の 生 体 組 織 を 励 起 し て 自 家 蛍 光 を 発 光 さ せ る た め の 励 起 光 と
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を 選 択 的 に 導 入 す る と と も に 、 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５ か ら 受 信 し た
画 像 信 号 を 処 理 し て 映 像 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ ー ６ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 光 源 装 置 ２ ０ の 光 学 系 は 、 ほ ぼ 平 行 な 可 視 光 (白 色 光 )を 発 す る 白 色 光 源 (放 電 管 ラ ン プ )
３ ０ と 、 白 色 光 源 ３ ０ か ら 発 し た 白 色 光 の 光 束 径 を 調 整 す る 調 光 用 絞 り ３ １ と 、 調 光 用 絞
り ３ １ を 透 過 し た 白 色 光 を 集 光 さ せ て ラ イ ト ガ イ ド １ ６ の 基 端 の 端 面 に 入 射 さ せ る 集 光 レ
ン ズ ３ ２ と を 備 え る と 共 に 、 励 起 光 を 発 す る 励 起 用 光 源 (レ ー ザ ー )３ ３ と 、 こ の 励 起 用 光
源 ３ ３ か ら 発 し た 励 起 光 を 導 く 光 導 波 路 (シ ン グ ル フ ァ イ バ ー )３ ４ と 、 こ の 光 導 波 路 ３ ４
か ら 発 し た 発 散 光 で あ る 励 起 光 を 平 行 光 に す る コ リ メ ー ト レ ン ズ ３ ５ と 、 白 色 光 の 光 路 と
励 起 光 の 光 路 と を 合 成 す る ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 調 光 用 絞 り ３ １ は 、 絞 り 用 モ ー タ ３ １ ａ に よ り 駆 動 さ れ 、 対 象 物 の 反 射 率 に 応 じ て 白 色
光 の 光 量 を 調 整 す る 機 能 を 持 つ 。 白 色 光 源 ３ ０ か ら ラ イ ト ガ イ ド １ ６ ま で の 光 路 は 直 線 的
で あ り 、 こ の 光 路 に 対 し て 垂 直 に 交 差 す る 励 起 光 の 光 路 を 、 光 路 合 成 素 子 で あ る ダ イ ク ロ
イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ に よ り 合 成 し て い る 。 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ は 、 可 視 光 を 透 過 さ せ
、 そ れ 以 下 の 波 長 の 近 紫 外 光 を 反 射 さ せ る 特 性 を 有 し 、 こ れ に よ り 白 色 光 の 大 部 分 を 透 過
さ せ 、 励 起 光 を 反 射 さ せ 、 こ れ ら 透 過 し た 白 色 光 と 反 射 し た 励 起 光 と を ラ イ ト ガ イ ド １ ６
の 基 端 の 端 面 へ 向 か う 単 一 の 光 路 に 導 く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 白 色 光 源 ３ ０ と ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ と の 間 に は 、 白 色 光 を 断 続 的 に オ ン ／ オ フ （
透 過 ／ 遮 断 ） す る た め の ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ
タ ー ３ ７ に は 、 図 ４ に 平 面 形 状 を 示 す よ う に 、 中 心 角 １ ８ ０ ° の 扇 形 の 窓 ３ ７ ａ が 形 成 さ
れ て い る 。 窓 ３ ７ ａ の サ イ ズ は 、 白 色 光 の 径 よ り 大 き く 設 定 さ れ て お り 、 シ ャ ッ タ ー 用 モ
ー タ ３ ８ を 駆 動 し て ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 白 色 光 が 断 続 的
に オ ン ／ オ フ さ れ 白 色 光 が 断 続 的 に 透 過 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ 、 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ 及 び シ ャ ッ タ ー 用 モ ー タ
３ ８ は 、 図 ２ 中 の 上 下 方 向 (白 色 光 の 光 路 に 対 し て 垂 直 な 方 向 )に 移 動 可 能 な ユ ニ ッ ト ４ ０
に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ユ ニ ッ ト ４ ０ に は 、 移 動 方 向 に 沿 っ て 延 び る ラ ッ ク ギ ア ４ １ が 固
定 さ れ て お り 、 こ の ラ ッ ク ギ ア ４ １ に ユ ニ ッ ト 用 モ ー タ ４ ２ の ピ ニ オ ン ４ ２ ａ が 噛 み 合 っ
て い る 。 ユ ニ ッ ト 用 モ ー タ ４ ２ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 一 体 に 上 下 方 向
に 移 動 さ せ 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ 及 び ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ
ー ３ ７ を 光 路 中 に 配 置 す る 位 置 と 、 こ れ ら を 光 路 か ら 待 避 さ せ た 位 置 と の 間 で 切 り 換 え が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 光 源 装 置 ２ ０ に は 、 白 色 光 源 ３ ０ に 電 流 を 供 給 す る ラ ン プ 用 電 源 ５ １ 、 励 起 用 光 源 ３ ３
を 駆 動 し て オ ン オ フ す る レ ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ 、 上 記 の 絞 り 用 モ ー タ ３ １ ａ を 駆 動 す る 第
１ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ３ 、 シ ャ ッ タ ー 用 モ ー タ ３ ８ を 駆 動 す る 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ４ 、 ユ
ニ ッ ト 用 モ ー タ ４ ２ を 駆 動 す る 第 ３ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ５ 、 撮 像 素 子 １ ３ を 駆 動 す る Ｃ Ｃ Ｄ
ド ラ イ バ ５ ６ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 画 像 信 号 の 処 理 系 と し て 、 ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５
か ら 受 信 し た 画 像 信 号 を 処 理 す る 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ 、 こ の 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ で 処
理 さ れ 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 画 像 信 号 を 一 時 的 に 記 憶 す る 第 １ ～ 第 ４ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ ，
５ ８ ｂ ， ５ ８ ｃ ， ５ ８ ｄ 、 こ れ ら の 画 像 メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ た デ ジ タ ル の 画 像 信 号 を テ
レ ビ モ ニ タ ー に 表 示 す る た め の 規 格 化 映 像 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 後 段 信 号 処 理 回 路 ５ ９
を 備 え る と 共 に 、 こ れ ら 全 体 を 制 御 す る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ 及 び タ イ ミ ン グ コ ン ト
ロ ー ラ ７ １ を 備 え て い る 。 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ 、 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ ～ ５ ８ ｄ 、 後 段 信 号
処 理 回 路 ５ ９ が 画 像 処 理 装 置 と し て の 機 能 を 有 し て お り 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ 及 び
タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ が 制 御 手 段 と し て の 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ に は 、 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ た 静 止
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画 用 ス イ ッ チ ７ ２ 及 び 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ ７ ３ が 接 続 さ れ る と 共 に 、 ス イ ッ チ パ ネ ル ２ ３
に 配 置 さ れ た 各 種 ス イ ッ チ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら の 各 ス イ ッ チ の 設 定 に 基 づ
き 、 ラ ン プ 用 電 源 ５ １ 、 レ ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ を 制 御 し て 白 色 光 、 励 起 光 を 連 続 的 に 発 光
さ せ 、 あ る い は 停 止 す る と 共 に 、 ユ ニ ッ ト 用 モ ー タ ４ ２ を 駆 動 す る 第 ３ モ ー タ ド ラ イ バ ５
５ を 制 御 し て ユ ニ ッ ト ４ ０ の 位 置 を 切 り 換 え 変 更 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ か ら の 指 令 に 基 づ い て 、 レ
ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ を 制 御 し て 励 起 光 を 所 定 の タ イ ミ ン グ で 断 続 的 に オ ン ／ オ フ さ せ る と
共 に 、 シ ャ ッ タ ー 用 モ ー タ ３ ８ を 駆 動 す る 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ４ を 制 御 し て 白 色 光 を 所
定 の タ イ ミ ン グ で 断 続 的 に オ ン ／ オ フ さ せ る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ は 、 Ｃ
Ｃ Ｄ ド ラ イ バ ５ ６ を 介 し て 撮 像 素 子 １ ３ の 撮 像 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る と 共 に 、 各 画 像 メ モ
リ ５ ８ ａ ～ ５ ８ ｄ に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み 、 読 み 出 し を 制 御 し (ア ド レ ス ・ デ ー タ 制 御 )
、 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ 、 後 段 信 号 処 理 回 路 ５ ９ に 対 し て 画 像 信 号 の 処 理 タ イ ミ ン グ を 指
示 す る 。 な お 、 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ は 、 通 常 撮 影 の 際 に 入 力 さ れ る 画 像 信 号 の 輝 度 レ ベ
ル に 応 じ て 白 色 光 の 強 度 を 適 宜 調 整 し て 、 モ ニ タ ー ６ ０ 上 に 表 示 さ れ る 通 常 画 像 を 適 度 な
明 る さ と す る た め 、 絞 り 用 モ ー タ ３ １ を 駆 動 す る 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ３ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 実
施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 白 色 光 を 連 続 的 に 照 射 し て 撮 影 し た 通 常 (カ ラ ー )画 像 を 動 画
と し て 表 示 す る 通 常 画 像 表 示 モ ー ド 、 励 起 光 を 連 続 的 に 照 射 し て 撮 影 し た 蛍 光 画 像 を 動 画
と し て 表 示 す る 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド 、 白 色 光 と 励 起 光 と を 交 互 に 照 射 し て 得 ら れ た 通 常 画
像 と 蛍 光 画 像 と を 同 時 に 動 画 と し て 表 示 す る 同 時 表 示 モ ー ド を 動 画 モ ー ド と し て 備 え て い
る 。 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ た 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ ７ ３ が オ フ の 間
は 、 通 常 画 像 表 示 モ ー ド に 設 定 さ れ る 。 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ ７ ３ が オ ン さ れ る と 、 蛍 光 画
像 表 示 モ ー ド 、 若 し く は 、 同 時 表 示 モ ー ド の い ず れ か に 設 定 さ れ る 。 こ れ ら の い ず れ を 選
択 す る か は 、 ス イ ッ チ パ ネ ル ２ ３ に 備 え ら れ た ス イ ッ チ に よ り 予 め 設 定 し て お く こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 通 常 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ を 押 し た 場 合 に は 、 親 画 面 で 通 常 画 像 の
静 止 画 を 表 示 す る と 共 に 、 親 画 面 よ り も 表 示 領 域 の 小 さ い 子 画 面 で 通 常 画 像 の 動 画 を 表 示
し 、 蛍 光 表 示 モ ー ド あ る い は 同 時 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ を 押 し た 場 合 に は 、 親 画 面
で 蛍 光 画 像 の 静 止 画 を 表 示 す る と 共 に 、 子 画 面 で 通 常 画 像 の 動 画 を 表 示 す る 。 以 下 、 各 モ
ー ド に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ ７ ３ が オ フ の 場 合 に は 、 前 述 の よ う に 通 常 画 像 表 示 モ ー ド に 設 定 さ
れ る 。 通 常 観 察 モ ー ド で は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ は 、 第 ３ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ５ を 制
御 し て ユ ニ ッ ト 用 モ ー タ ４ ２ を 駆 動 し 、 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 白 色 光 の 光 路 か ら 待 避 さ せ た 位 置
に 移 動 す る と 共 に 、 ラ ン プ 用 電 源 ５ １ を 制 御 し て 白 色 光 源 ３ ０ を 連 続 的 に 発 光 さ せ る 。 シ
ャ ッ タ ー 用 モ ー タ ３ ８ 及 び 励 起 光 源 ３ ３ は 駆 動 せ ず 共 に オ フ の ま ま で あ る 。 こ れ に よ り 、
白 色 光 源 ３ ０ か ら 発 し た 白 色 光 は 、 連 続 的 に ラ イ ト ガ イ ド １ ６ に 入 射 す る 。 蛍 光 観 察 内 視
鏡 １ ０ の 先 端 に 設 け ら れ た 撮 像 素 子 １ ３ は 、 白 色 光 に よ り 照 明 さ れ た 体 腔 内 の 画 像 を 撮 影
す る 。 撮 像 素 子 １ ３ か ら 出 力 さ れ た 通 常 画 像 信 号 は 、 ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５ 及 び 信 号 ケ ー
ブ ル １ ８ を 介 し て 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 通 常 画 像
信 号 を 第 １ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ 及 び 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ に 記 憶 さ せ る 。 後 段 信 号 処 理 回 路
５ ９ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 第 １ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ 、 第
２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ か ら 画 像 信 号 を 読 み 出 し て 映 像 信 号 に 変 換 し て モ ニ タ ー ６ ０ に 単 一 の
通 常 画 像 を 動 画 で 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 通 常 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ ７ ２ が オ ン さ れ る と 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０
は 、 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 白 色 光 の 光 路 か ら 待 避 さ せ た 位 置 で 維 持 し 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
７ １ は 、 第 １ ， 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ ， ５ ８ ｂ へ の 書 き 込 み を 禁 止 す る と 共 に 、 撮 像 素 子
１ ３ に よ る 撮 影 を 続 行 さ せ て 画 像 信 号 を 第 ３ ， 第 ４ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｃ ， ５ ８ ｄ に 記 憶 さ せ
る 。 後 段 信 号 処 理 回 路 ５ ９ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 第 １
、 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ ， ５ ８ ｂ か ら 繰 り 返 し 同 一 の 信 号 を 読 み 出 し て 通 常 画 像 の 静 止 画
を 親 画 面 と し 、 第 ３ ， 第 ４ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｃ ， ５ ８ ｄ か ら 順 次 書 き 換 え ら れ る 信 号 を 読 み
出 し て 通 常 画 像 の 動 画 を 子 画 面 と す る 映 像 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ ー ６ ０ に 表 示 さ せ る 。 図
５ は 、 通 常 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ ７ ２ を オ ン し た 際 に モ ニ タ ー ６ ０ 上 に 表 示 さ
れ る 画 面 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 通 常 画 像 表 示 モ ー ド で 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ ７ ３ が オ ン さ れ る と 、 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド 、
若 し く は 同 時 表 示 モ ー ド の う ち 、 ス イ ッ チ パ ネ ル ２ ３ の ス イ ッ チ に よ り 予 め 定 め ら れ た モ
ー ド に 設 定 さ れ る 。 ス イ ッ チ パ ネ ル ２ ３ の ス イ ッ チ に よ り 蛍 光 表 示 モ ー ド に 設 定 さ れ る と
、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ は 、 第 ３ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ５ を 制 御 し て ユ ニ ッ ト 用 モ ー タ ４
２ を 駆 動 し 、 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 白 色 光 の 光 路 中 に 配 置 す る 位 置 に 移 動 す る と 共 に 、 ラ ン プ 用
電 源 ５ １ を 制 御 し て 白 色 光 源 ３ ０ を 消 灯 し 、 レ ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ を 制 御 し て 励 起 光 源 ３
３ を 連 続 的 に 発 光 さ せ る 。 シ ャ ッ タ ー 用 モ ー タ ３ ８ は オ フ の ま ま で あ る 。 こ れ に よ り 、 励
起 光 源 ３ ３ か ら 発 し た 励 起 光 は 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ に 反 射 さ れ て 連 続 的 に ラ イ ト
ガ イ ド １ ６ に 入 射 す る 。 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 に 設 け ら れ た 撮 像 素 子 １ ３ は 、 励 起 光
に よ り 励 起 さ れ た 体 腔 壁 か ら 発 す る 蛍 光 の 画 像 を 撮 影 す る 。 撮 像 素 子 １ ３ か ら 出 力 さ れ た
蛍 光 画 像 信 号 は 、 ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５ 及 び 信 号 ケ ー ブ ル １ ８ を 介 し て 前 段 信 号 処 理 回 路
５ ７ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 蛍 光 画 像
信 号 を 第 １ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ 及 び 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ に 記 憶 さ せ る 。 後 段 信 号 処 理 回 路
５ ９ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 第 １ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ 、 第
２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ か ら 画 像 信 号 を 読 み 出 し て 映 像 信 号 に 変 換 し て モ ニ タ ー ６ ０ に 単 一 の
蛍 光 画 像 を 動 画 で 表 示 す る 。 図 ６ は 、 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド に お い て モ ニ タ ー ６ ０ 上 に 表 示
さ れ る 画 面 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ ７ ２ が オ ン さ れ る と 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０
は 、 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 白 色 光 の 光 路 中 に 配 置 す る 位 置 で 維 持 し 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７
１ は 、 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ４ を 制 御 し て ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ を 回 転 さ せ 、 ラ ン プ
用 電 源 ５ １ を 制 御 し て 白 色 光 源 を 発 光 さ せ る と 共 に 、 レ ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ を 制 御 し て 励
起 光 源 ３ ３ を 消 灯 す る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ は 、 第 １ ， 第 ２ 画 像 メ モ リ ５
８ ａ ， ５ ８ ｂ へ の 書 き 込 み を 禁 止 す る と 共 に 、 撮 像 素 子 １ ３ に よ る 撮 影 を 続 行 さ せ て 白 色
光 照 射 に よ り 得 ら れ た 通 常 画 像 信 号 を 第 ３ ， 第 ４ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｃ ， ５ ８ ｄ に 記 憶 さ せ る
。 後 段 信 号 処 理 回 路 ５ ９ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 第 １ 、
第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ ， ５ ８ ｂ か ら 繰 り 返 し 同 一 の 信 号 を 読 み 出 し て 蛍 光 画 像 の 静 止 画 を
親 画 面 と し 、 第 ３ ， 第 ４ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｃ ， ５ ８ ｄ か ら 順 次 書 き 換 え ら れ る 信 号 を 読 み 出
し て 通 常 画 像 の 動 画 を 子 画 面 と す る 映 像 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ ー ６ ０ に 表 示 さ せ る 。 図 ７
は 、 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ ７ ２ を オ ン し た 際 に モ ニ タ ー ６ ０ 上 に 表 示 さ れ
る 画 面 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ ７ ３ が オ ン さ れ ス イ ッ チ パ ネ ル ２ ３ の ス イ ッ チ に よ り 同 時 表 示 モ ー
ド に 設 定 さ れ た 場 合 に は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ は 、 第 ３ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ５ を 制 御
し て ユ ニ ッ ト 用 モ ー タ ４ ２ を 駆 動 し 、 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 白 色 光 の 光 路 中 に 配 置 す る 位 置 に 移
動 す る と 共 に 、 ラ ン プ 用 電 源 ５ １ を 制 御 し て 白 色 光 源 ３ ０ を 連 続 的 に 発 光 さ せ る 。 タ イ ミ
ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ は 、 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ４ を 制 御 し て シ ャ ッ タ ー 用 モ ー タ ３ ８ を
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回 転 さ せ る と 共 に 、 レ ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ を 制 御 し て ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ の 窓 ３ ７
ａ が 光 路 中 に 位 置 す る 期 間 (白 色 光 が ラ イ ト ガ イ ド に 入 射 す る 期 間 )は 励 起 光 源 ３ ３ を 消 灯
さ せ 、 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ の 遮 蔽 部 が 光 路 中 に 位 置 す る 期 間 (白 色 光 が ラ イ ト ガ イ
ド に 入 射 し な い 期 間 )は 励 起 光 源 ３ ３ を 発 光 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 対 象 物 は 白 色 光 と 励 起
光 と で 交 互 に 照 射 さ れ る 。 蛍 光 観 察 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 に 設 け ら れ た 撮 像 素 子 １ ３ は 、 白 色
光 に よ り 照 明 さ れ た 体 腔 壁 の 通 常 画 像 と 、 励 起 光 に よ り 励 起 さ れ た 体 腔 壁 か ら 発 す る 蛍 光
画 像 と を 交 互 に 撮 影 す る 。 撮 像 素 子 １ ３ か ら 出 力 さ れ 画 像 信 号 は 、 ケ ー ブ ル ド ラ イ バ １ ５
及 び 信 号 ケ ー ブ ル １ ８ を 介 し て 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ は 、 同 時 表 示 モ ー ド に お け る 白 色 光 、 励 起 光 の 照 射 タ イ ミ ン グ と 、 撮 像 素 子 か ら 画
像 デ ー タ が 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ と を 示 す チ ャ ー ト で あ る 。 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 白 色
光 が 照 射 さ れ 励 起 光 が 照 射 さ れ て い な い 期 間 に は 通 常 の カ ラ ー 画 像 を 撮 像 し 、 白 色 光 が 照
射 さ れ ず に 励 起 光 が 照 射 さ れ て い る 期 間 に は 蛍 光 画 像 を 撮 像 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 段 信 号 処 理 回 路 ５ ７ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 通 常 画 像
信 号 を 第 １ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ に 記 憶 さ せ る と 共 に 、 蛍 光 画 像 信 号 を 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ
に 記 憶 さ せ る 。 後 段 信 号 処 理 回 路 ５ ９ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ
い て 、 第 １ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ 、 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ か ら そ れ ぞ れ の 画 像 信 号 を 読 み 出 し
、 ス キ ャ ン コ ン バ ー ト を 行 っ て モ ニ タ ー ６ ０ に 通 常 画 像 の 動 画 と 蛍 光 画 像 の 動 画 と を 互 い
に 等 し い サ イ ズ で 並 列 さ せ て 表 示 す る 。 図 ９ は 、 同 時 表 示 モ ー ド に お い て モ ニ タ ー ６ ０ 上
に 表 示 さ れ る 画 面 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 同 時 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ ７ ２ が オ ン さ れ る と 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ７ ０ は 、
ユ ニ ッ ト ４ ０ を 白 色 光 の 光 路 中 に 配 置 す る 位 置 を 維 持 し 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ は
、 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ ５ ４ を 制 御 し て ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ を 回 転 さ せ 、 ラ ン プ 用 電
源 ５ １ を 制 御 し て 白 色 光 源 を 発 光 さ せ る と 共 に 、 レ ー ザ ー ド ラ イ バ ５ ２ を 制 御 し て 励 起 光
源 ３ ３ を 消 灯 す る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ は 、 第 １ ， 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ａ
， ５ ８ ｂ へ の 書 き 込 み を 禁 止 す る と 共 に 、 撮 像 素 子 １ ３ に よ る 撮 影 を 続 行 さ せ て 白 色 光 照
射 に よ り 得 ら れ た 通 常 画 像 信 号 を 第 ３ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｃ に 記 憶 さ せ る 。 後 段 信 号 処 理 回 路
５ ９ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 第 ２ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｂ か ら
繰 り 返 し 同 一 の 信 号 を 読 み 出 し て 蛍 光 画 像 の 静 止 画 を 親 画 面 と し 、 第 ３ 画 像 メ モ リ ５ ８ ｃ
か ら 順 次 書 き 換 え ら れ る 信 号 を 読 み 出 し て 通 常 画 像 の 動 画 を 子 画 面 と す る 映 像 信 号 を 生 成
し 、 モ ニ タ ー ６ ０ に 表 示 さ せ る 。 す な わ ち 、 こ の 場 合 の モ ニ タ ー ６ ０ 上 の 表 示 は 、 図 ７ に
示 す も の と 同 様 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド に お い て 静 止 画 ス イ ッ チ を オ ン し た 場 合 、 親 画 面 と し て 蛍 光 画 像 の
静 止 画 、 子 画 面 と し て 蛍 光 画 像 の 動 画 を 表 示 し た と す る と 、 一 般 に 蛍 光 画 像 は 輝 度 が 低 い
た め 、 子 画 面 の 表 示 が 不 鮮 明 と な り 、 内 視 鏡 先 端 の 位 置 決 め 、 あ る い は 、 危 険 回 避 の た め
に 表 示 さ れ て い る 子 画 面 の 機 能 を 十 分 に 果 た す こ と が で き な い 可 能 性 が あ る 。 本 実 施 形 態
で は 、 蛍 光 画 像 の 静 止 画 を 表 示 す る 際 に 、 子 画 面 と し て カ ラ ー 画 像 に よ る 通 常 画 像 を 表 示
す る た め 、 子 画 面 の 表 示 が 鮮 明 と な り 、 子 画 面 と し て の 機 能 を 十 分 に 果 た す こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 白 色 光 で の カ ラ ー 画 像 の 撮 影 時 に 白 色 光 の 光 路 か ら ユ ニ ッ ト ４ ０ を 待 避 さ せ る の
は 、 以 下 の よ う な 理 由 で あ る 。 す な わ ち 、 白 色 光 の 光 路 に ユ ニ ッ ト ４ ０ が 配 置 さ れ て い る
と 、 白 色 光 を 透 過 さ せ る た め に ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ５ ２ の 窓 ５ ２ ａ が 光 路 に 一 致 す る 位
置 で ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ５ ２ を 停 止 さ せ る か 、 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー を 回 転 さ せ て お く
必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 シ ャ ッ タ ー 用 モ ー タ ５ ３ の 停 止 位 置 を オ ー プ ン ル ー プ で 厳 密
に 制 御 す る の は 困 難 で あ る た め 、 停 止 位 置 を 定 め る た め に は 位 置 検 出 器 が 別 途 必 要 と な る
。 他 方 、 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー を 回 転 さ せ る と 、 白 色 光 の 照 射 時 間 が 全 体 の １ ／ ２ に な る
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た め 、 撮 像 素 子 に よ る 撮 像 時 間 が 半 減 し 、 こ れ に 伴 っ て 解 像 度 が 半 分 に な る 。 そ こ で 、 通
常 の 観 察 時 に は 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ３ ６ と ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー ３ ７ と を 一 体 の ユ ニ
ッ ト ４ ０ と し て 光 路 か ら 待 避 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 位 置 検 出 器 を 別 途 設 け る 必 要 が な
く 、 か つ 、 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー を 回 転 さ せ る 場 合 と 比 較 し て ２ 倍 の 解 像 度 を 得 る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 蛍 光 観
察 時 の 配 置 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 光 学 系 に 設 け ら れ て い る 励 起 光 カ ッ ト フ ィ ル タ ー の 透 過 特 性 を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 光 学 系 に 設 け ら れ て い る ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 通 常 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ を オ ン し た 際 に モ ニ タ ー 上 に 表 示 さ れ る 画
面 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド に お い て モ ニ タ ー 上 に 表 示 さ れ る 画 面 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 蛍 光 画 像 表 示 モ ー ド で 静 止 画 ス イ ッ チ を オ ン し た 際 に モ ニ タ ー 上 に 表 示 さ れ る 画
面 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 時 表 示 モ ー ド に お け る 白 色 光 、 励 起 光 の 照 射 タ イ ミ ン グ と 、 撮 像 素 子 か ら 画 像
デ ー タ が 出 力 さ れ る タ イ ミ ン グ と を 示 す チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 同 時 表 示 モ ー ド に お い て モ ニ タ ー 上 に 表 示 さ れ る 画 面 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ０ 　 蛍 光 観 察 内 視 鏡
　 １ ６ 　 励 起 光 用 ラ イ ト ガ イ ド
　 ２ ０ 　 光 源 装 置
　 ３ ０ 　 白 色 光 源
　 ３ ２ 　 コ ン デ ン サ レ ン ズ
　 ３ ３ 　 励 起 光 源
　 ３ ５ 　 コ リ メ ー ト レ ン ズ
　 ３ ６ 　 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー
　 ３ ７ 　 ロ ー タ リ ー シ ャ ッ タ ー
　 ５ ７ 　 前 段 信 号 処 理 回 路
　 ５ ８ ａ ～ ５ ８ ｄ 　 画 像 メ モ リ
　 ５ ９ 　 後 段 信 号 処 理 回 路
　 ６ ０ 　 モ ニ タ ー
　 ７ ０ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ
　 ７ １ 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ
　 ７ ２ 　 静 止 画 用 ス イ ッ チ
　 ７ ３ 　 蛍 光 モ ー ド ス イ ッ チ
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【 図 １ 】

(10) JP 2006-6833 A 2006.1.12



【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：将荧光图像显示为静止图像，然后立即将正常图像显示为
运动图像，并显示尽可能大的荧光图像。 在荧光显示模式下，激发光源
33发光，并且图像传感器13捕获从激发的体腔壁发出的荧光图像。 来自
图像传感器13的图像信号由前级信号处理电路57，第一和第二图像存储
器58a和58b以及后级信号处理电路59处理，并且单个荧光图像作为动态
图像显示在监视器60上。 当静止图像开关72打开时，旋转快门37旋转并
且白光源30发光，禁止写入第一图像存储器58a和第二图像存储器58b，
并且图像传感器的输出是第三图像存储器和第四图像存储器。 它存储在
58c和58d中。 后级信号处理电路59在监视器上显示存储在第一图像存储
器和第二图像存储器中的荧光图像的静止图像作为父屏幕，并且将存储
在第三图像存储器和第四图像存储器中的正常图像的运动图像显示为子
屏幕。 。 [选择图]图2
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